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平成18年４月14日 金曜日 青 森 県 報( ) 号外第43号
１
.
流
域
及
び
河
川
の
現
状
と
課
題

1.1
流
域
及
び
河
川
の
概
要

貴
船
川
は
､
青
森
市
東
部
の
大
平
山
に
源
を
発
し
､
山
間
部
を
西
流
し
て
矢
田
地
区
の
水
田
地

帯
を
流
下
し
､
左
支
川
を
合
流
し
た
後
､
野
内
地
区
を
流
下
し
て
､
陸
奥
湾
に
注
い
で
い
る
流
域

面
積
14.9�

､
流
路
延
長
6.6㎞

の
二
級
河
川
で
す
｡

貴
船
川
の
流
域
は
､
山
地
が
約
７
割
､
平
地
が
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
｡
そ
の
地
質
は
､
中

古
生
層
(堆
積
岩
)
や
新
第
三
紀
､
第
四
紀
の
火
山
岩
類
な
ど
小
さ
な
流
域
な
が
ら
､
多
岐
に
渡

る
と
い
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
｡

1.2
自
然
環
境
及
び
社
会
環
境
の
現
状

1.2.1
自
然
環
境
の
現
状

貴
船
川
の
上
流
部
は
､
標
高
200ｍ

か
ら
650ｍ

の
低
山
地
と
な
っ
て
お
り
､
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ

群
落
や
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
・
コ
ナ
ラ
群
落
と
い
っ
た
植
生
の
ほ
か
､
ス
ギ
林
が
広
く
分
布
し
て
い
ま

す
｡
ま
た
､
ほ
乳
類
で
は
ア
ナ
グ
マ
､
キ
ツ
ネ
､
タ
ヌ
キ
､
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
ほ
か
､
国
の
特
別

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ネ

が
生
息
し
て
い
ま
す
｡
鳥
類
で
は
､
フ
ク
ロ
ウ
が
生
息
し
て
い
ま
す
｡

中
流
部
は
､
主
に
畑
や
果
樹
園
等
の
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
､
集
落
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
｡
河
川
と
そ
の
周
辺
に
は
ヨ
シ
等
が
分
布
し
て
い
る
ほ
か
､
ヤ
ナ
ギ
類
を
主
体
と
す
る

河
畔
林
も
見
ら
れ
ま
す
｡
魚
類
は
ウ
グ
イ
､
ア
メ
マ
ス
､
カ
ジ
カ
等
が
生
息
し
て
い
ま
す
｡

下
流
部
は
ヨ
シ
､
ガ
マ
を
主
体
と
す
る
湿
生
草
地
､
ス
ス
キ
､
ヨ
モ
ギ
等
を
主
体
と
す
る
草
地

や
水
田
が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
｡

河
口
部
は
､
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
､
河
道
内
は
単
調
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
が
､
ア

ユ
や
シ
ロ
ウ
オ
等
多
く
の
魚
類
が
生
息
し
て
い
ま
す
｡

�

―
１
―

―
２
―

図
� 1.1

貴
船
川
流
域
概
要
図

写
真
� 1.1

貴
船
川
流
域
の
航
空
写
真



平成18年４月14日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第43号
1.2.2

社
会
環
境
の
現
状

青
森
平
野
は
､
野
内
川
､
駒
込
川
､
荒
川
な
ど
の
沖
積
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
平
野
で
あ

り
､
こ
の
沿
岸
地
方
は
古
く
は
外
が
浜
と
呼
ば
れ
､
低
湿
地
が
多
く
､
わ
ず
か
に
小
集
落
が
点
在

す
る
状
況
で
し
た
｡
寛
永
の
こ
ろ
の
津
軽
藩
が
こ
こ
に
港
を
開
い
て
か
ら
開
発
が
始
ま
り
､
陸
羽

街
道
と
羽
州
街
道
等
が
接
続
す
る
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
｡

貴
船
川
流
域
は
､
こ
の
青
森
平
野
の
東
端
に
あ
り
､
市
街
地
は
河
口
部
に
密
集
す
る
ほ
か
は
畑
､

水
田
等
の
耕
地
が
多
く
､
集
落
は
支
川
合
流
部
左
岸
の
宮
田
集
落
､
支
川
合
流
部
上
流
の
矢
田
集

落
が
主
な
も
の
で
す
｡
平
野
部
は
､
低
地
部
が
水
田
､
や
や
高
い
と
こ
ろ
が
畑
､
山
裾
部
は
果
樹

園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

貴
船
川
は
､
こ
れ
ら
耕
地
の
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
､
第
１
用
水
か
ら
第
４
用
水
の
取
水
口
が

あ
る
ほ
か
､
上
流
部
に
は
矢
田
溜
池
､
宮
田
堤
等
の
溜
池
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
｡

河
口
部
右
岸
に
は
貴
船
神
社
が
あ
り
､
鷲
尾
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
､
平
野
部
右

岸
に
は
大
森
山
が
接
し
て
お
り
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
宮

田
堤
周
辺
の
川
沿
い
に
は
､
東
岳
自
然
遊
歩
道
と
し
て
森
林
浴
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
｡
流
域
の
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
は
､
長
森
遺
跡
､
山
野
峠
遺
跡
､
上
野
尻
遺
跡
､
菊
川

遺
跡
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡
文
化
財
と
し
て
は
､
当
古
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
室
町
時
代
の
阿

弥
陀
如
来
立
像
が
県
重
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

な
お
､
河
口
部
左
岸
は
第
１
種
住
居
地
域
､
宮
田
堤
周
辺
は
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
の
都
市

計
画
地
域
で
あ
り
､
貴
船
川
右
岸
流
域
は
浅
虫
鳥
獣
保
護
区
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
｡

�

―
３
―

図
� 1.2

貴
船
川
流
域
の
か
ん
が
い
区
域
図

―
４
―

図
� 1.3

貴
船
川
流
域
の
利
用
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1.3

治
水
の
現
状
と
課
題

1.3.1
主
な
洪
水
被
害

貴
船
川
で
は
､
昔
か
ら
洪
水
に
よ
る
被
害
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
｡
表
� 1.1は

､
貴
船

川
に
お
け
る
過
去
の
主
な
浸
水
被
害
で
す
｡
平
均
す
る
と
､
４
年
か
ら
５
年
に
一
度
は
水
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
特
に
､
平
成
11年
10月
の
洪
水
で
は
､
近
年
類
を
み
な
い
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
多
数
の
台
風
が
本
州
に
上
陸
し
た
平
成
16年

は
､
9月
末
の
台
風
21

号
に
よ
り
､
５
号
橋
梁
付
近
が
浸
水
す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
｡

�

―
５
―

―
６
―

表
� 1.1

貴
船
川
の
主
な
浸
水
被
害

発
生
年
月
日

災
害
内
容

浸
水
面
積
(ha)

浸
水
家
屋
(棟
)

当
時
の
被
害
額
(千
円
)

年
月
日

農
地

宅
地

計
床
下

床
上

計
一
般

公
共

S.41
10／
13
－
14

－
－

－
－

－
－

－
－

2,629

S.44
8／
23－
24

－
10.0

8.0
18.0

80
58

138
29,292

905

S.49
8／
17

－
9／
10

浸
水

7.1
2.2

9.3
－

－
－

88
1,567

S.50
4／
4－
15

－
－

－
－

－
－

－
－

3,521

S.52
8／
4－
22

内
水

5.5
0.4

5.9
9

1
10

2,364
－

H
.10

8／
25－
31

内
水

0.1
0.0

0.1
1

－
1

1,283
－

H
.11

10／
27
－
28

有
堤
部

溢
水

40.2
18.5

58.7
65

36
101

283,116
176,462

H
.14

8／
7－
12

無
堤
部

浸
水

－
3.6

3.6
2

1
3

7,282
599

出
典
：
水
害
統
計

写
真
� 1.2

平
成
11年

10月
洪
水
時
の
状
況

写
真
� 1.3

平
成
16年

９
月

洪
水
時
の
状
況



平成18年４月14日 金曜日 青 森 県 報 ( )号外第43号
1.3.2

治
水
の
沿
革

貴
船
川
に
お
け
る
河
川
改
修
は
､
古
く
は
明
治
24年
の
東
北
本
線
開
通
に
伴
う
改
修
事
業
が
記

録
に
残
っ
て
い
ま
す
が
､
一
定
計
画
に
基
づ
く
治
水
事
業
と
し
て
は
､
昭
和
35年
か
ら
36年
に
か

け
て
実
施
さ
れ
た
東
北
本
線
と
国
道
４
号
間
に
お
け
る
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
河
川
改
修
と
､
昭

和
41年

に
実
施
さ
れ
た
国
道
４
号
か
ら
矢
田
地
区
ま
で
の
1,720ｍ

区
間
の
災
害
関
連
事
業
が
あ

り
ま
す
｡

平
成
５
年
か
ら
は
､
河
口
か
ら
1,850ｍ

区
間
が
準
用
河
川
改
修
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
｡
平
成
11年

に
は
災
害
復
旧
事
業
が
実
施
さ
れ
､
平
成
16年

度
よ
り
､
河
口
か
ら
700ｍ

区
間

に
つ
い
て
都
市
基
盤
河
川
改
修
事
業
に
格
上
げ
し
､
重
点
的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
｡
河
口
か
ら
国
道
４
号
ま
で
の
区
間
は
河
積
が
狭
小
で
流
下
能
力
が
著
し
く
低
い
こ
と
か
ら
､

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
洪
水
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
先
に
示
し
た
と
お
り
で
す
｡

1.3.3
治
水
の
現
状
と
課
題

貴
船
川
流
域
は
た
び
た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
､
洪
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り
､
河
川
改
修
に
よ

る
治
水
安
全
度
の
早
急
な
向
上
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
｡

現
在
の
貴
船
川
で
流
す
こ
と
が
で
き
る
流
量
は
､
河
岸
一
杯
ま
で
考
え
て
も
､
河
口
部
付
近
の

市
街
地
で
約
30�
/s､
川
幅
の
狭
い
河
口
か
ら
600ｍ

付
近
で
約
10�
/sと
非
常
に
低
い
状
況
で
す
｡

流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
原
因
は
､
河
道
内
の
水
の
流
れ
る
面
積
が
小
さ
い
た
め
で
す
｡

こ
の
た
め
､
河
川
整
備
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
､
自
然
環
境
､
社
会
環
境
､
河
道
の
現
状
､

河
川
空
間
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
､
い
か
に
効
率
的
に
洪
水
被
害
を
軽
減
し
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

�

―
７
―

―
８
―

図
� 1.4

改
修
区
間
図

図
� 1.5

現
況
流
下
能
力

【
河
口
部
付
近
の
家
屋
集
中
区
間
：
約
30

�
/s】

【
河
口
か
ら
600ｍ

付
近
：
約
10

�
/s】
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1.4

水
利
用
及
び
水
量
､
水
質
の
現
状
と
課
題

1.4.1
水
利
用
の
現
状

貴
船
川
の
流
水
は
､
貴
船
川
頭
首
工
を
は
じ
め
､
６
か
所
で
取
水
が
行
わ
れ
て
お
り
､
そ
の
す

べ
て
が
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
か
ん
が
い
面
積
は
､
合
計
で
約
82haに

な

り
ま
す
｡
ま
た
､
貴
船
川
流
域
で
は
､
野
内
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
か
ん
が
い
区
域
も
あ
り
､
そ

の
残
水
が
貴
船
川
へ
流
入
し
て
い
ま
す
｡

1.4.2
水
質
の
現
状

水
質
の
類
型
指
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
､
B
O
D
は
1.2m

g/�
と
良
好
で
す
｡
ま
た
､
青
森
市

の
下
水
道
計
画
も
あ
る
こ
と
か
ら
､
今
後
､
よ
り
一
層
水
質
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す
｡

1.4.3
水
利
用
及
び
水
量
・
水
質
の
課
題

継
続
し
て
河
川
の
適
正
な
利
用
が
行
え
る
よ
う
､
河
川
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
必
要
な
流
量

を
把
握
す
る
と
と
も
に
､
各
関
係
機
関
と
の
調
整
に
よ
り
水
利
用
に
対
す
る
啓
発
と
意
識
向
上
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

1.5
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

1.5.1
河
川
環
境
の
現
状

流
域
上
流
の
山
地
部
河
川
は
､
渓
流
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
自
然
豊
か
で
､
多
様
な
生
物
の
生

息
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
植
生
は
､
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
群
落
や
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
・
コ
ナ
ラ
群
落

が
分
布
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
､
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ネ
､
青
森
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い
る
希
少

野
生
生
物
の
ホ
ン
ド
モ
モ
ン
ガ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

中
流
部
や
市
街
化
が
進
ん
で
い
る
下
流
部
で
も
多
様
な
種
類
の
生
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

河
道
内
に
は
ヨ
シ
と
ツ
ル
ヨ
シ
が
分
布
し
て
お
り
､
ス
ス
キ
・
ヨ
モ
ギ
等
を
主
体
と
す
る
草
地
や

水
田
が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
｡
河
口
を
含
む
下
流
部
で
は
､
コ
イ
や
フ
ナ
の
ほ
か
､
環
境
省
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
準
絶
滅
危
惧
種
の
シ
ロ
ウ
オ
な
ど
の
17種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
左
支
川
と
の
合
流
点
付
近
で
は
､
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ス
ナ
ヤ

ツ
メ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
｡
鳥
類
で
は
､
カ
ワ
セ
ミ
や
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
､
重
要
希
少
野
生
生

物
の
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡

1.5.2
河
川
環
境
の
課
題

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
､
ま
た
流
域
の
社
会
情
勢
や
社
会
的
要
請
と
の
調
整
を
行
い
つ
つ
､

川
と
人
が
共
生
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

流
域
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
､
河
川
整
備
の
進
捗
を
考
慮
し
つ
つ
､
必
要
に
応
じ
て
調
査
を

実
施
し
ま
す
｡
調
査
に
当
た
っ
て
は
､
流
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
や
学
識
経
験
者
の
協
力
を
得

て
､
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
行
い
ま
す
｡

２
.
河
川
整
備
計
画
の
目
標
に
関
す
る
事
項

2.1
計
画
対
象
区
間

河
川
整
備
計
画
で
取
り
扱
う
区
間
は
､
貴
船
川
水
系
の
う
ち
､
河
口
か
ら
５
号
橋
梁
附
近
ま
で

の
区
間
(L=700ｍ

)
を
対
象
と
し
ま
す
｡
な
お
､
５
号
橋
梁
附
近
か
ら
国
道
４
号
ま
で
の
区
間

(L=1,150ｍ
)
は
､
準
用
河
川
改
修
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

表
� 2.1

計
画
の
対
象
と
す
る
区
間

河
川
名
本
支
川

区
間

対
象
区
間
延
長

(ｍ
)

貴
船
川

本
川

海
に
至
る
場
所
～

左
岸
；
青
森
市
大
字
野
内
字
菊
川
128番

1地
先

右
岸
；
青
森
市
大
字
野
内
字
鈴
森
26番
地
先

700

�

―
９
―

―
10
―

図
� 1.6

貴
船
川
流
域
の
動
植
物
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2.2
計
画
対
象
期
間

河
川
整
備
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
対
象
期
間
は
､
概
ね
20年
と
し
ま
す
｡

2.3
河
川
整
備
計
画
の
目
標

2.3.1
洪
水
・
高
潮
等
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
目
標

本
整
備
計
画
で
は
､
流
域
の
規
模
､
土
地
利
用
､
公
共
施
設
の
有
無
等
と
社
会
経
済
的
重
要
度

を
考
慮
し
､
特
に
市
街
化
が
著
し
く
重
要
度
が
高
ま
っ
て
い
る
区
間
に
つ
い
て
､
治
水
安
全
度
を

高
め
､
浸
水
被
害
の
防
止
､
軽
減
を
図
る
た
め
､
重
点
的
に
河
川
整
備
を
実
施
し
ま
す
｡

河
川
整
備
を
実
施
す
べ
き
区
間
に
つ
い
て
は
､
近
年
に
お
け
る
出
水
の
状
況
及
び
流
域
の
開
発

状
況
等
を
勘
案
し
て
､
30年
に
１
回
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
規
模
の
洪
水
に
対
し
て
浸
水
被
害

を
解
消
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
｡
30年
に
１
回
程
度
の
洪
水
の
規
模
は
､
ほ
ぼ
平
成
11年
10

月
の
洪
水
の
規
模
に
相
当
し
､
こ
の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
平
成
11年
10月
の
洪
水
と
同

規
模
の
洪
水
に
対
し
て
も
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

貴
船
川
に
お
い
て
は
､
河
道
掘
削
や
河
道
拡
幅
に
よ
り
､
計
画
高
水
流
量
115

�
/sを
河
道
の

配
分
流
量
と
し
ま
す
(図

� 2.2)｡

2.3.2
河
川
の
適
正
な
利
用
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関
す
る
目
標

適
正
な
水
利
用
を
継
続
さ
せ
､
か
つ
水
質
改
善
を
促
進
し
､
適
正
な
利
用
及
び
流
水
の
正
常
な

機
能
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
青
森
市
や
利
水
関
係
者
､
河
川
愛
護
団
体
及
び
学
識
経
験
者
等
か
ら
積
極
的
に
情

報
を
収
集
し
､
河
川
環
境
の
実
態
を
詳
し
く
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
､
動
植
物
の
保
護
､
景
観
､

水
質
の
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
､
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
必
要
な
流
量
の
設
定
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
地
域
住
民
､
各
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
河
川
の
監
視
と
情
報
の
提
供
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
､
水
利
用
に
対
す
る
啓
発
と
意
識
向
上
を
図
り
､
水
利
用
の
適
正
化
､
効
率
化
を

図
り
ま
す
｡

2.3.3
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
目
標

河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
し
て
は
､
現
在
の
貴
船
川
が
持
っ
て
い
る
動
植
物
の
多
様
な
生

息
・
生
育
環
境
を
保
全
し
つ
つ
､
地
域
の
住
民
が
河
川
に
親
し
め
る
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
な
ど
､

川
と
人
と
動
植
物
が
共
生
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
｡

さ
ら
に
､
｢青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
｣
に
基
づ
き
､

県
民
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
礎
と
な
っ
て
い
る
森
と
川
と
海
を
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状

態
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
整
備
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
｡

�

―
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―

―
12
―

図
� 2.1

計
画
対
象
と
す
る
区
間

図
� 2.2

貴
船
川
計
画
流
量
配
分
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３
.
河
川
整
備
の
実
施
に
関
す
る
事
項

3.1
河
川
工
事
の
目
的
､
種
類
及
び
施
行
の
場
所
並
び
に
当
該
工
事
の
施
行
に
よ
り
設
置
さ
れ

る
河
川
管
理
施
設
の
機
能
の
概
要

工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を
行
う
と
と
も
に
､
水
際
へ
の
移

動
が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
階
段
護
岸
等
を
設
置
し
､
地
域
住
民
と
川
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
｡

ま
た
､
整
備
区
間
全
川
に
わ
た
り
､
計
画
河
道
が
現
況
河
道
よ
り
も
大
幅
に
広
く
な
る
た
め
､

平
常
時
の
水
位
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
｡
そ
こ
で
､
潮
位
の
影
響
を
受
け
る
感
潮
区
間
よ

り
上
流
部
に
お
い
て
は
､
平
常
時
の
水
位
が
現
状
に
比
べ
極
端
に
変
化
し
な
い
よ
う
､
現
況
川
幅

程
度
の
低
々
水
路
を
設
け
る
も
の
と
し
ま
す
(図

� 3.３
)｡

3.2
河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類
及
び
施
行
の
場
所

3.2.1
河
川
の
維
持
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

貴
船
川
流
域
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
､
｢洪
水
等
に
よ
る
災
害
の
防
止
｣､
｢河
川
の
適
切

な
利
用
｣､
｢流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
｣
及
び
｢河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
｣
を
総
合
的
に
行

う
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
｡

3.2.2
河
川
の
維
持
の
目
的
､
種
類

(1)
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理

河
川
管
理
施
設
の
機
能
低
下
及
び
質
的
低
下
の
原
因
と
し
て
は
､
洪
水
に
よ
る
も
の
と
経
年

的
な
劣
化
や
老
朽
化
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
､
前
者
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
､
後
者
に
つ

い
て
は
計
画
的
に
対
策
を
講
じ
ま
す
｡
ま
た
､
河
川
管
理
施
設
の
状
況
及
び
異
常
発
生
の
有
無

を
把
握
す
る
た
め
､
警
戒
水
位
に
達
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
､
必
要
に
応
じ
て
河
川
の

巡
視
を
行
い
ま
す
｡

(2)
河
道
の
維
持

河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
の
た
め
､
支
障
と
な
る
堆
積
土
砂
や
草
木
に
つ
い
て
は
､
必
要
に

応
じ
て
適
宜
こ
れ
ら
の
除
去
及
び
伐
採
を
行
う
も
の
と
し
､
実
施
に
際
し
て
は
自
然
環
境
に
配

慮
し
､
生
物
が
生
育
・
生
息
し
や
す
い
水
辺
空
間
の
確
保
を
考
慮
し
ま
す
｡

(3)
水
環
境
の
保
全

�
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図
� 3.1

標
準
断
面
例
の
位
置
図

図
� 3.２

貴
船
川
の
改
修
河
道
標
準
断
面
(河
口
か
ら
約
200ｍ

)

図
� 3.３

貴
船
川
の
改
修
河
道
標
準
断
面
(河
口
か
ら
約
600ｍ

)
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目
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号

東
奥
印
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会
社

定
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小
口
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枚
ニ
付
十
五
円
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銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

水
環
境
の
保
全
に
対
し
て
は
､
節
水
意
識
の
向
上
や
生
活
雑
排
水
を
直
接
河
川
へ
流
さ
な
い

よ
う
呼
び
か
け
る
な
ど
の
啓
発
を
行
い
ま
す
｡
ま
た
､
有
害
物
質
が
河
川
に
流
出
す
る
水
質
事

故
は
､
生
息
す
る
魚
類
等
の
生
物
だ
け
で
な
く
､
水
利
用
者
に
も
多
大
な
被
害
を
与
え
る
こ
と

か
ら
､
平
時
か
ら
汚
染
源
に
関
す
る
情
報
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
､
発
生
時
に
は
迅
速
で
適

切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
連
絡
体
制
の
強
化
､
関
係
部
局
と
の
連
携
､
水
質
事
故
訓
練
等
を

行
い
ま
す
｡
さ
ら
に
､
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
一
斉
清
掃
の
実
施
､
河
川
巡
視
の
強
化
､
警
告

看
板
の
設
置
等
に
よ
り
､
ゴ
ミ
や
土
砂
､
産
業
廃
棄
物
､
車
両
等
の
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に

努
め
る
と
共
に
､
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
に
は
､
直
ち
に
原
因
者
に
撤
去
さ
せ
る
も
の
と

し
ま
す
｡

４
.
河
川
情
報
の
提
供
､
流
域
に
お
け
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
等
に
関
す
る
事
項

4.1
河
川
情
報
の
提
供
に
関
す
る
事
項

4.1.1
常
時
の
情
報
提
供

貴
船
川
水
系
の
河
川
を
適
切
に
整
備
､
保
全
す
る
気
運
を
高
め
､
よ
り
良
い
河
川
環
境
を
地
域

ぐ
る
み
で
積
極
的
に
創
出
す
る
た
め
､
河
川
管
理
者
と
し
て
収
集
し
た
河
川
に
関
す
る
情
報
(水

質
､
動
植
物
の
生
態
な
ど
)
を
公
開
し
､
地
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
｡

4.1.2
洪
水
時
の
情
報
提
供

洪
水
時
の
河
川
情
報
(降
雨
量
､
水
位
等
)
の
収
集
を
行
い
､
関
係
機
関
に
速
や
か
に
わ
か
り

や
す
い
形
で
発
表
す
る
と
と
も
に
､
洪
水
情
報
の
迅
速
な
提
供
を
図
り
ま
す
｡

4.2
流
域
に
お
け
る
取
り
組
み
支
援
等
に
関
す
る
事
項

4.2.1
常
時
の
支
援

地
域
住
民
か
ら
の
河
川
に
関
す
る
情
報
が
収
集
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
促
進
し
､
地
域
と
の
連

携
を
強
化
し
ま
す
｡

4.2.2
洪
水
時
の
支
援

河
川
管
理
者
と
防
災
関
係
機
関
(報
道
機
関
､
消
防
､
警
察
､
通
信
､
電
力
等
)
の
連
携
に
努

め
る
も
の
と
し
ま
す
｡

��
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図
� 4.1

青
森
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
例


